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の地名の由来：大昔は大倭
や ま と

国
こく

山辺郡
やまべこおり

竹渓
つ げ

郷
ごう

でしたが後世に南北の山麓標高５００ｍに龍王ヶ
りゅうおうが

渕
ぶち

と飯降ヶ
い ぶ り が

渕
ぶち

が向かい合っている地形から向
むこ

渕
うぢ

と改めた。1716～1736 享保年間編纂「大和志」 

今回向
むこ

渕
うぢ

の歴史を継承する会の第一歩としてこの資料を作成するに至りました。そして古道調査・確定にご協

力下さった方々に御礼申し上げます。この資料を一人でも多くの方の目にし、古代伊勢街道の足跡を知る一助と

なることを心より願っています。 （向
むこ

渕
うぢ

の歴史を継承する会代表  福井秀典） 

願 ⎢ ⎂ ⎢ 花  ⎡ 下 ⎞ ⎙ 春 死 ⎝ ⎳  

 ⎐  ⎡ 如 月

⎀ ⎈ ⎼ ⎁

 ⎡ 望 月  ⎡ ⎆ ⏀     西 行  

吉光妃 

馬場家一統の元庄屋新屋
あたらしや

（新谷家

の屋号）の古文書 


